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今回紹介しない論文のAbstractは省略



• 16個のClass0天体を~50auの解像度で観測
• ７天体でジェット方向と垂直な回転成分を検出
• ２天体はケプラー回転していると言える。
• 50au以上の円盤は多くないのかもしれない。
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• Class 0 天体においてケプラー円盤は普遍的か？
• これまでケプラー回転が見つかったのは5天体のみ
• ケプラー回転が検出できなかったのは２天体

• より高解像度でClass0天体を観測(CALYPSOサーベイ)
• 解像度：0.7’’ (100--300au),  0.2 km/s

• 輝線：13CO (2－1), C18O (2－1), SO (56－45) 

天体リストイントロ

解析
• 円盤(or回転エンベロープ)とアウトフローを区別する

• 1次のモーメントマップから速度勾配ベクトルを
fittingで求める

• ジェット方向は他のCALYPSO観測から得られている
• ジェット方向と速度勾配のなす角<45degは除く
• 円盤保有候補天体：7天体

• visibilityから回転プロファイルを計算
• ビームサイズより小さなスケールの速度成分を得ることができる(Yen+2015)

• 回転プロファイルからfitting によりv ∝ r^β のβを求める



L1527
• 13CO, C18O

• β ~ -1 -- -2：ケプラー回転ではない
• エンベロープの回転+infallを見てる

• SO
• β ~ -0.5：ケプラー回転
• M ~ 0.20Msun, r<90au

• M = 0.2 ‒ 0.4Msun
• uv平面上のfitはMの上限値、

PV図上のfitは下限値を与える

L1448-C
• 13CO

• β~ -0.5 ：ケプラー回転?
• red シフト成分がアウトフローのせいで

検出できず
• 不定性が大きく、決定的ではない

• C18O
• β~ -0.5：ケプラー回転

円盤候補天体

回転曲線のfittingの結果

回転曲線の例(L1527)



まとめ
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• 星なしコアの重水素濃縮度から寿命を見積もることができる
• L1512の観測結果から存在度分布を計算
• 時間スケールを計算したところ、L1512は1.4Myrより古いと思われる



• 星なしコアが収縮することで星になる
• 収縮過程・時間スケールはよく分かってない

• 両極性拡散が支配的 (Shu+87)
• 準静的な収縮
• t ~ 1--10Myr

• 超音速乱流 (Mac Low+98)
• 自己重力乱流から分裂
• 自由落下時間: t < 1Myr

• コアの生存時間を測ることで、どちらの収縮過程が良いか分かる
• 時間依存化学反応計算から時間スケール見積もる

• 初期条件に依存するため、正確な予測が難しい
• D/H比分布による解析は初期条件依存性が弱く、向いてる

• 急な収縮：急峻な分布 vs ゆっくり収縮：平坦な分布+高D/H比
• 10コアをリストアップ

• この論文ではL1512のガスのみ

イントロ 観測輝線



• 分子の存在度プロファイルを計算
• 分子雲コアを球対称構造と仮定
• 1DNonLTE輻射輸送コードで観測輝線
を再現するよう物理量＋存在度分布を
求める

物理・化学構造の計算



• D/H比・存在度分布(中列)からそれぞれの
位置における時間依存化学反応 (左列、右
列)を計算。太線が存在度のエラーに対応
する化学反応時間を表す。

• 計算は現在の物理構造に基づいており収
縮開始時はもっと低密度かも。つまり化学
反応時間は過小評価。そのため、各位置の
化学反応時間はコアの生存時間の下限値を
与える。

• 見積もりにはN2D+/N2H+とo-H2D+を用い
る(上段・中段)
• (DCO+分布はCO depletionの議論に利用)

• 下限値の最大値は1.43Myr
• = L1512の生存時間の下限値

生存時間の見積もり


